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1　は　じ　め　に

　小児自閉症は夕1943年阿44年，アメリカの精神医学者

であ多・カナ㌣（Kanner，』L．）とオーストラリアの小児科

医アスペルが（今騨ger，H・） によって21鎌購に

症例報告ぷなされているgし牟レ考．i苓 の頑者の間には2

カナーが小児自閉症を精神病のなかに位置づけているρ

に対し， アスペノレガー悔自閉性精神獺として・あく

までも精神病とは一線を画くそう孝しているところに大

きな違いがある。

　この違V｝を受け℃1952年，精神科医中沢によって，

垂寵めての症例が報告されたわが国1こおヤ・ても，学者に

よって，その範瞬にはかなりの相違がある。一1

　確かに，実際の症例にあたってみると明らかにカナー

の中心症例と居われるも吻か勉 アス揖ルガーの申心症

例と思われるもの，痴いは自閉症とはいい切紘マ’ま

でも・その傾向を有し正常卑との境界線上にいるような

子ども連， また自閉性り寛解とともに精神薄弱児として

の特徴が顕著になるものなどプ そり状鰐像は，実に多種

多様寿あると同時に，扱いによリンそこにかなりの変化

がみられ，そのことが診断を一層困難なも似こしている1

のが現状である。

こ鯨う、に7その禰さえ、象だはっきり・しズ・醜唯

閉症児を瀕っての研究も敷時の淋と昂1こ鄭し’

てきている。すなわち，ごく初期における散弗的な病興

報齢ぢ，臆榊医学者を帖と した小坤嘩岬
念や懸，をめ畑ての論争・そして拠碑？柳が児童

心理学者や教育者の参坦した治療教育へゆ関疹であ塑乏

それ繭閉症児の難騨焦点をあわせよう1とレてヤ’ 牟

従来嚇飛齢ろ症状鱗逸の離帳えP正常発
達のなか¢位畦づけ孝うとする方向へと推移させる原動

力．となって現われてきている。

　そのこと’はン‘白蘭症児が社会に璋応して行・‘ た南に

ば，自閉症児自身のβ閉性を寛解させ社会に璋応させる

ための瀞鞭の必郵さること輔ら講傘の瞬自

閉症児睡づけるこ と君肋狛閉睡持好ど碑
も受みれ与潟為ような社会壱弔・・紅会客輩化昏せることも

1また必要であるこ≧1を強調するものであ防1事実と㊦両

者力極・劾塒こそ・そこに繭閉郎嘩脚麹
治療敦育があるといえるであううσ・ 、1べ．、

皿　研

　先にも述べた如くンその範躊論から治療論へと進んで

きたわが国の自閉症児に対する研究ではあるが，その多

くが子どもの一時期に焦点をあわせてのものであった。

一しかし本来子どもとは， 内的，外的莉激を受けながら常

に成長するものであり，1、長い経過をふまえての子どもの

把勧糠されなければゴこれ等の研究もまだ・研究のた

究』眉㌻』的 　2

めの研究として， 自閉症児のもとにフィードバックされ

ることもなくおわってしまうであろう。

　幼少時において自閉症と診断された1ものが君そα後ど

のようドな環境のなかで倉どのよう一な扱いを受けジ現在ど

’の よう な状態像を呈しているかず』 』二∵一r　r　l一 ”＝コ’1二

　多くの大々が、自閉的といわれる子ども！㊨状態像に興味
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を持ち，暗中模索のうちに治療をはじめて6～7年，既

に当時の子ども達も10才以上になる。身体も大きくなり

やがて思春期を迎えようとしているこれらの子ども達を

前に，今われわれは，これ衷でやってきた事の成果を問

いなおし，その成果・反省をふまえた上での対策を講じ

なければならない時が来ているはずである。

　勿論，その間fo110w－upを続けられている子どもも

いるであろうが，多くの治療機関が，わが国における治

療教育体制の貧弱さからン子どものある一時期とのかか

籾あヤ’に終ってしまっている。例え｝ぎ，幼児期疲持

つことの多い治療機関では学令までの期閥を，むしろ学

校への適応ということ輯標に撒が行われ，子どもが

学令に逮し，学校という教育体制の中にくみ入れられれ

ば，その子どもの問題は，そこにかかわりあうもののみ

で処理されているというのが現状である。この傾向は，

治療機関は治療機関で次々に訪れてくる幼児期の子跳

第11集

の治療に追われているという現実と，また子どもの方も

通学しながら治療機関へ通うことの時間的ン地理的困難

さがあり，それに加え最近教育体制の中でのこれらの子

ども達とのとりくみが・積極さを増してきたこととあい

まって（梼緒障害児学級の設置など）密度の濃いfoIlow

upの困難さに一層の拍車がかけられている。

　このような現状の中でンわ溝国において幼少時と現在

との関連で自閉症児をとらえた研究が数少ないのはむし

ろ当然であろう。しかし，この問題は当然だからという

事で目をつぷって しまってよい問題ではない。そこでわ

れわれは今後その方面への研究を進めるべく夕まず第一

歩として年長児の現在おかれている状態を明らかにする

と同時に，幼少時との関連にメスを加える事によって，

これからの自閉症児の治療に役立たせようとするのが夕

この研究の目的である。

皿　研　究　方　法

　2づの研究目的，すなわち実態把握と幼少時との関連

のあらましをつかむため，．まず質問紙法による実態調査

を行い，次にこまかレ・問題の把握には面接法調査を行う

こととした。実態調査といわれるものは，今までに種々

行われているか・質問紙でン細かい点家で知ろうとすれ

ば，いきおい質問項目は多くなり，障害児を持つ母親が

回答するという現実を考ネた時2．質問項目は最少限にと

どめなければならない。しかし質問の数を限定すれぱ，

その回答のみからの実態把握は，結果の解寂を困難にま

る。その点については，今後の面接によって補うことと

しン記入しやすいということを主眼に作られたのが次員

の質問紙である0

　1）実態調査
　勤少時との関連をとらえるためには，まず将来を決定

すると思われる因子として，索質ζ個のもつ特徴），治

療，環境（家庭環境と教育環境）の3つを考え，その三

者がどのような影響を与えているかを知ろうとしたもの

である。しかし一口に素質といっても一見素質といって

しまいたいようなものの中にも既に環境因子が含まれて

いるものも多く，それをどこ求で排除し得ることができ

るかoまた質問紙であれ，面接であれ，母親を通して語

られたものにどこまでの客観性を見出すことができる

か，など質問紙作製にあたってな様々な疑問が出され，

検討がくり返された。

　質問紙は，自閉症児親の会全国協議会各支部を通じて

くばられ，回収された。

　2）面接調査
質問紙調査め中から特に特徴と思われるCaseにつき

母親と面接Case　studyを行なう（次年度に実施予定）

　調査対象

　その診断の困難さから，わが国における自閉症児を正

確に把握することができないため，今回の調査は一応専

門家の診断を受けているであろう自閉症児親の会の会員

一総数約’2，300名一のうち10才以上の自閉症児をも

つ会員に，先に示した質問紙を送付，回答を依頼した。

該当会員の正確な数がつかめぬため凡そ800部の質問紙

がくばられたo

　調査日時

　　昭和49年6月　質問紙送付一　〃　7月　回収

W　結果及ぴ考察

』1）被調査者の概婁

　質問紙配布の実数が正確につかめていないため，回答

率を箕出することはできなかったが，都道府県別回答数

1ほ次の第1表に示す通りである。回答総数は575名，
う

ち男児475名，女児100名である。

　一応，各地域別に総回答数に対する百分率を算出した

が，これはあくまでも今回の回答者の地域分布を知るた

めのものであ窮この割合いから・地域別の年長児の存
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〔質問紙〕

児　　童　　氏　　名 1性別1鱒月日年副 保護者居住地名（都・県名）

男

女
S　　。　・ 　生　　才　　ケ月

都

県 市

1．

2．

現在お子さんはどこで生活していますか？　裏ず（似B）（C）⑨のいずれかに○印をつけ・次にそれぞれの内容項目に

ついても該当するところに○印をおつけ下さい

　A）家から学校に通っている

（a）小学校一（エ）普通学級

灘瞬欝．諭
（φ大　学（4）その他（

／
）

〔イ）適　応

（・）学習

｛
i）まったく適応していない

ii）部分的に適応している
　　　　　　　　　　　　riii）よく適応している　．

｛
i）まったく学習にのらない

　　　　　ずii）のっている学習とそうでないものがある

磁）ほとんどの学習にのっている　　　　一

B）職業についている（職業をくわしく書いて下さい

　　　灘響轡蚤』）｝／iii灘研

　C）学校にも行っていないし職にもついていない

　　　その理由　 ⑫）適当なところがない　　　　　　 　　　　⑥　希望しても入れてくれない

　　　　　　　　（c） 親の自発的な意志によって入れていない　　　（φ　その他（

　D）施設に入ってい為
　　　③　病院に入院している

　　　　　　（1）一般の精神病院　　　（2）児童病棟のある精神病院　　　（3）その他（

　　　⑥　施設に入っている

　　　　　　（1）離薄弱児（字燵購髭設 （耀嚢学校｛膿欝侮）轡

現在のお子さんの状態についてとくにお園りになる項目に○印をおつけ下さい。

A）他人との関係が非常につきにくい

C）動きがはげしくなかなか目がはなせない

E）くせがひどくそのままにしておけない

F）生活習慣の自立ができていない

　　（1）食事について
　　　　〔イ》　まわりをよごすが何と力為　　（ロ）

　　　　　　ひとりで食べられる
　　　　㈱　少食・偏食がひどい　　　　＠
　　（2）排泄（大便衷たは小便）について

　　　　（イ｝大小便とも自立している　㈲
　　　　　　が時に失敗
　　　　困　予告なし，おむつ使用
　　（3）衣服の着脱について

　　　　ω一応自立しているが　　③
　　　　　　点検が必要
　　　　㈲　すべて介助

内麟・備鑑鷺二鮪、．

瞬｛灘難欝蕪奪釦
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

一般的な企業・作業所

B）』ことばで要求を伝えることがほとんどない

D） あばれて危険なことがある

G）その他

）、

）

）

〉

手づかみで食べる　　の途中から介助 　ω　すぺて介助

自分のもの≧人のものとの区別がづかない1

小便自立ン大便は
後始末ができない

着るがボタンが
はめられない

困　予告によ凱　ド．目

　連れて行く

＠　簡単なものは
　　自分で脱げる

　ノ

予告するが全
『部介助が必要

←1介助すれば協力
　　しようとする
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3．

4．

5．

6．

7．

8・
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現在のお子さんについて，特徴のある点について次のことに○印をおつけ下さい

　A）ひとりで楽しめるものを持っている　（例

　．1の知能のよい面がある　　（例

　C）その他　（

お子さんの異常に気づかれたのは何才頃ですか？

　　㈹　1才来満　　　⑥　1才のとき　　（c）2才のとき　　④　3才のとき　　　（e）4才のとき

　　（f〉　5才のとき

自閉的または自閉症と診断されたのは何才のときですか？

　　（a）　1才のとき　　⑤　2才のとき　　　¢）　3才のとき　　　⑥　4才のとき　　　（e〉　5才のとき

　　（f）　6才のとき

今までに治療や相談をうけたことがありますか？

1懸羅鍵三llた｝｛iil難1盤轡を通つた

幼稚園求たは爆育園に通いましたか？

　　（a）　普通に　　　　　 ㊤）　特別な扱ヤ’を受け　　　　（c〉　通園　　　　　　　　（d）　通園したが

　　　通園した　　　　　　 ながら通園した　　　　　　　　しなかった　　　　　　 途中でやめた

小学確厚ぴそれ以後うけた教育について該当するところに年令をおかき下さい

③　免除になった　　　（　才から

．⑥ 猶予になった　　　（　才から

（c）　学籍｝まとったが実際（　才から

　　には通わなかった

（d）養護学校・学級に　　（　才から

　　通った

⑨特殊学級に通った　（　才から
（f）普通学級に通った　　（　才から

⑧　精薄施設に入った　（　才から

才まで）

才まで）

才まで）

才まで）

才まで）

才まで）

才衷で）

匝）

（i）

（j）

（k）

情緒障害児短期治療　　　（　才から
施設に入園した

精薄通園施設に通った　　（　才から

病院に入院した

i）一般の糟神病院　　　　（　才から

ii）児童棟のある精神病院（　才から

その他　　　（　　　才から

才まで）

才まで）

才象で）

才まで）

才まで）

（D　どこにも行かず家にいた（　才から　才まで）

9．現在国または地方自治体の行っている福祉的な措置をうけていますか？

　　　（a〉障害児手帳をもらっている　　　（e）　もしうけておられない揚合は……その理由は？

　　　⑥　障害児手当をもらっている　　　　ω　うけかたがわからない

　　　（c〉年金に加入している　　　　　　回　認定されない

　　　⑥　税の免除をうけている　　　　　　　i）障害の程壌が軽いため　　i重）所得制限をこえるため

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　燃）施設に入所しているため　iv）自閉症と診断されているため

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＠　親の意志でうけていない

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ωその他（　　　　　　　　　　　　　　　）

10，お子さんの将来の自立に対してどの様な見通しをお持ちですか？

　　　（a）仕事を持って何とかやって行ける

　　　価）経済的な保証があればひとりで何とかやって行ける

　　　（c）』親の元気なうちは家庭で何とかやって行ける

　　　（d）家族の中でなら何とかやって行ける

　　　（e）とても家庭においておく事はできない

11．今後のお子さんの処遇に対しどのような対策をのぞまれますか，御意見・御希望などを自由におかき下さい
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第1衷ワ　　弘

県名1 男1 吹1計1％ 1陣剖 男 1女1計汁 』1％』

糖道1 26人 6人 32人 翫56 峻釧 ・7人 ー・
人1』｝9人1 工．56

秋酬
21

1　2r巨34 滋釧 、 51　1　51 〇一86

竺」』 ・／ 1 ・㌔r砿・7 奈1則 、司　　1　・1 0．■7

r山形1 ・叫 」2L』エ3卜1脚 大阪1 ン2・　ユ・レ311 5‘39

宮劇
51 21　　　7　　　1．21　　　一 京副 副　　5卜29 5．つ4

福島1 』il 1　ゴ／ α・71 兵・副 』 2r・21　41 0』69

新潟1 エ21 31・5／．盆6・： 臨剣 列　　i　41 Pα 69

富酬 8」

3r1・レL9・ 隊・副 司　　卜161 』21 78

』石 川 6 1 レ　 6い・・4： 山・叫 ・・1　31・41 2．’43　

群刷 2／ レ 21α341 愛級1 91　・1　・・1 1．73

茨城1
21 ・卜　3・ミレ砿52 香 川』1 51　31　81 ’1乙39

噸木レ u レ　・卜似・7 徳・酬 …41　31・7 1［2二95

埼圧1 2・1 ・1

2fl聯
福・岡レ 31　1

31
α52

．主葉 レ －

』2．．レ 』 2卜 ¢341 長刷 1・・1　31．・3レ2∫26

東剥 97 25レ剛2と2・ 熊添1
41

　1 4 1’Oポ69．

1神奈川 ・47闇 ・8 i 55・1師6 齪酬 一、21　1』21 Ol・34

・長 馴
3／ 1　34 α52 沖副 41　・1　5」 0β6

山剰
31H ・1・ 3レ ・r52 不剃 ・l　l　・1 0．17

瀞剛 潤1 4 卜
271

生69
一

lr

1　1　1
愛剰＿釧

．・21
』7Q

い乞・7 計1 475いdQ 1575卜
三 重卜＿a／・ 1、21砺34

1冒 1　／　F 1

在め数にづ紋云好魏Σ凝醜》・。しかし男吹 凍舷と擁鋤1第鐵驚る・
の雌，おおよそ5：・になってV・ることは，Kanner』 』第翻在宅と鰍繊職場への入所匙現卸

磁』致する もめ剛灘あるとこ施る己 、㌧r 聯嫉もφで脇左欄は一応4’学醐年令｝

纂2騨，翻査者の年令分布を魂9で協 を嘩と栖 それ以上と以下の年令1碗饗麺

舗幽紗控もの存鹸沸さ泌よう醜り・，逸騨飾る・
親の会が発足しで1。年余り，との歴史騨脚答者の r卸麺も巾かる通り・全体の約2・％のものが施設笑1

56％を白・10・i1歳兜で占あるという結果となって現わ1　病院に入所∫入院しているという事実峠衝を物語うもの．

れてい砂，このζ≧融して職黙の醐症欝数” であろ螂、．熱鞠融る鰍であり藷院砺るヵ嵩’
少滋、乏いう醸を現わすものではなく，むしろ理鱗、．の分撚御ゆずるとして冷後この数の持聴味壁

緬ままに躍されてヤ輯賭融う；とを暗示する ろセ頻面熊り分析鹸騨な納な麗鹸璽
ものであろう。．　　　　一　　　ものであろう・　　 　 　∫ こ・淀

2〉灘の処遇二＿．、　
．．．．、 』＿

i）囎鞭に通ってヤ’諸　
一・一 一一一…

欄査者が現在，絵証碁のような蝿を受けて生　在宅・施設・病院の入所児の別なく・何うかのカ’ゆで

胤冒、勧斗細緬，とし紬倣，．．質問勧問．・の結…漱澱関に所胤てヤ・る・もののう・ち浦を恥した僻

一259一



第2表
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　　　　　第4表
年令1 男 女1 計 ％

9才『 67人 13人 8・人
13．9

1・才『 931
・gl ・・21

19．5

11才1
951 gl

1・41 18．1

12才1
5gl

13！ 721
12．5

・3才1 521
・21 6列

11．1

財『
4gI 121

6・1
10．6

・5才1 23 61 2gI
5．0

嚇1 ・41 71 211
3．7

・7才『 9『 51 141
2．4

・8才1 41 ・1 51
0．9

・9才1 51
　ロ 61

1．0

2・才1 41 1 4！
0．7

23才1 ・1 1 11
q・2

24才1 1 ・1 ・1
0．2

27才1 『 司 エ1
0．2

計 1・4751 …1
5751

幼　稚　園

小

学

校

中

学

商

校

12才未満

実数

2

普通学級　67
特殊学級155
養謹学校　32
情緒障害児学級　15

普通・特殊　3
普通・養護　3
普通・情障　4
特殊・情障　1
ろう学校　2
その他

3

No　ans　　5

普通学級
特殊学級
養誰学校
そ　の　他
No　ans

普通学級
養護学校

通園施設
計

1
5
5

4

307

％

0，65

21．82

50，48

10．42

4，88

0．97

0，97

1．30

0．32

0，65

0．97

1，62

0．32

1．62

1．62

1．30

113才以上

実数

2
11

5

1

1

18

29

32

2
3

1
6

3

114

％

1．75

19，64

4，38

0．87

0．87

15．78

25・43

28．07

L75

2．63・

o・871

義261

名63

第3表

撫

宅

入

所

Noans

計

全 体

実数

452

114

9

575

％

78．60

19．82

1．56

処 遇 12才未満113才以上
実釧％属数1％

教育機関に通っている者　　　299　　81．25　　112　　5生10

職業についている者 9　　4．34

何の処遇も受けていない者
92．4423工1，11

どこへも行っていない者 46　　12。50　　57　　27．53

教育機関に通っている者 8　　2，17　　2　　0．96

職業についている者1
1　　0．48

61
　　1，63　　　　　　　3　　　　　　1．44

1368陣ggl刎g銑96
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第4表である。小学校の項で普通・特殊などとあるのは

普通学級と特殊学級の両方に通っているものである。と

の様に性質の異る二つの学級に通っているものが12名，

特にその殆どが12歳未満児にみられることは，複雑な症

状を呈することの多い自閉症児にとって♪その症状にあ

った流動的な教育処遇の必要性は，かなり以前から説か

れているところであり，その実現が2進みつつある事を

示すものであろうoまた，情緒障害児学級についても同

じ事が云えると思うo

なお，小・中学ともにみられる「その他」のところは

訪問教緬（小学校2，中学校1），施設内分校，重度学校，

盲学校と情緒障害児学級（各1名）と答えたものである。

小学校，中学校ともに，やはり約半数のもの力監ブ特殊

学級，養護学校に通っているとはいえ，これだけ多くの

種類の教育機関で処遇されているということは自閉症児

教育の持つ問題の困難さ♪観雑さをあらわすものであろ

う。

ii）教育機関での適応状況

次にグこれ等教育機関に所属しているむのの適応状況

を

　ω 適応

　㈲学習
　 内、先生の扱い　臼

　ω1友人関係、．
の4つの面から，それぞれ3段階評価をしてもらった結

果が第5表である。

自閉症児の教育的措置を考える場合夕どの学級での処

遇がr番ぶいかは・種々の意見のわかれるところで・あ

りλ 結論も得られぬまま，そ訓ぞれが，それぞむのやり

方で試みているというのが現状である。そこで第5表は

学舞年よる差が検討できるぷうにまとめたものである。

ζの表からいえることはギこ一

第5衷

回答者数 i）嘉ナスの1 ii）　liii） プラスの傾卑1～
ans，

実数
1％1実数1％1実数1％1実劃 ％

適 普 通 学 級 89 4 4．49　　155・［61、79 28　81．46　　2 2．32

特 殊 学 級 200　
14 仇00、155’ 77，50 25　　12．50　　　6 3．OD

応 養 護 学 校 80 2
翫5・飢 綱 お1鉱・・1』 1．25

学 普 通 学 級 20
22，47　．　　 54　　　　60．67 3．37

特 殊 学 級 66 鎗・・捻／磁5・

蔦乳5
6 ＄po

習 養 護 学 校 1＄ 訟・・ 訂岡 2・50

先 普 通 学 級 6 一巨 1礁・6 躯叫21』 ゑ32、

生の扱

特 殊、学 級 9 　　　　　r
50・れ　 3ε50 118　　59．00　　2

Ldq

い 肇 護 学 、校 1 　11耶・・1 駁雛・・ ・ 1』頑

友 普 通 学 級

hI
12．35　　　66　　74．15 1・

脚2
2．32

人関

特 殊 学 級 68
鉱・・ 申5・

5巨5・卜8・1一
届06”

係 養 「護 学 校． 21 26．25　　　　 55　　　　68．75 31詞 ・ 1諺5’

、』■
、

一r 61一
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　㈲学校への適応では，普通学級に所属しているものに

「適応している」と答えたものが多く，特殊学級に所属

しているものではン「まったく適応していない」と答え

たものが多い。

　1ロ1この傾向は2学習にっいても同じようなことがいえ

るo

　内各学級を通じ，適応ではマイナスの傾向を示したも

のが，プラスの傾向を示したものより少ないのに対し，

学習では丁度その逆の結果になっている。r

　国先生の扱いについては，よく面倒をみてくれるとす

るものが各学級とも半数あるいはそれ以上の割合いを占

めているが，その傾向は普通学級より特殊学級が，そし

て特殊学級より養護学校において2より顕著になってい

るo

　㈱友人関係についてみると，プラスの傾向を示すもの

が7普通学級に所属するものは他の二学級に所属するも

のより群を抜いて多い0

　8同じく友人関係においてン普通学級群はプラスの傾

向とマイナスの傾向に回答したものが・ほぽ同数である

のに対し，他の2学級群ではマイナスの傾向に回答した

ものが♪かなりの商率を占めている。

　これ等のことから，

　61適応・友人関係の面では普通学級に通っているもの

によい結果を得ているものが多い。その事は普通学級へ

の入級が許可されているということで2症状の軽さがあ

うかも知れないが，やはり周囲の普通児からの働きかけ

も決して無視してはならないことを示す結果であろう。

　〔ロ）一方ン自閉症児を普通学級に入れた場合ン学習につ

いて行けないという事が問題になる場合が多く，その点

特殊学級，養護学校に入れた方がよいのではないか2と

はよくいわれることであるが，今回の調査結果からは，

必ずしも，そうとはいえない。本来精神薄弱児を教育す

ることに主眼のおかれてきた特殊教育だけでは解決しき

れないものがあるのか，あるいは，母親の側に学習とい

う言葉が，それぞれの学級でねらう学習とは異る意味に

とられてしまっての結果なのか，その理由については2

養護学校において，先生の扱いでは満足しているものが

多いにもかかわらず，学習にのっていないとするものが

多いという結果と共に，今後更に検討が加えられなけれ

ぱなうない問題であろう。

　なお，その点も含めて新しい試みとして始まった情緒

緯害児学級や♪また2つの学級に通っいるものなどにつ

いても同じような検討を行い今後のこれ等の方法に示唆

するものでも得られたらと考えたが，何倉にも例数が少

なく，そこから一般的な傾向をみる事はできなかった。

第6衷

職場の種類1人数
往

宅

一　般　的　作　業所 1 人

福　祉　作　業　所
6

そ の 他 2

住み込み（一般的作業所） 1

　更に適応♪学習，先生の扱い，友人関係の四者の関係

をみた。すなわちこの四者の関係を明らかにする寧によ

ってア子どもの状態像に影響をあたえているものについ

て検討を加えてみたいと考えたからである。しかし結果

は，すべての縄合せにおいて相関関係を見幽すことは出

来なかった。

　i重i）職業についているもの

　職業についているもののうちわけは第6表に示す通り

である。

　就職している10名の年令分布は♪24歳1名720歳2

名，19歳1名，18歳3名，17・16・14歳各1名である。

18歳以上のものについてみるとン回答者18名のうち7名

が何らかのかたちで働いているということになる。

　 作業の内容については，一般的作業所の内容はわから

ないが，その他2名のうちの1名は磁歳児であリン幼稚

園の助手をしてお防もう1名は建築業である家業の手

伝いをしている。福祉作業所はその殆どが「授産所」と

あり，作業の内容については不明である。

　iv）学校にもいっていないし職にもついていないもの

　 この項目に該当するものが各年齢でンどの程度いるか

を知るために第7表一1を作る。

　どこへも行くところがないという気の毒な状態におか

れているものは32名で全体の5，56％である。高年齢のも

のが少ないため特に年齢別の傾向を云々することはでき

ないが，全体575名の約半分，すなわち9・10・11歳一

296名一b12歳以上一279一名のところでわけてみると

次の第7表一2のようになり，やはり年良児においてど

こへも行っていないもの，施設入所児が多く，年少児で

は教育機関に所属するものが多いことがわかる。

　なお，現在そのような状態におかれている理由に対す

る回答は次のようなものであった。（第8表）

　12歳未満においては，希望しても入れないことを理由

にあげるもの解多いのに対しン13歳以上では2それ以外

の項目に回答したものも多い。このこと．は年長児Q処遇
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第7表一1

回答者．数
どこへも行

ゴっていない 教育機関 　施　　設 ヤ就 業　　No　ans．

27才 1 1

24才 1 1

23才
1 1

20才 4 2 2

19才 6 1 1 3 1

18才1
5 2 3

17才 工4 6 4 3 1

16才・
21 4 8． 8

15才
29 3 18 7 1

14才
61 5 36 17 1 2　

13才
64 3 45 16

12才 ブ2　　
－ 1 56 15

’11才r 104 5 84 14 1

10才 112　
『2ゴー

’
92 16 2　

9才 80　
』 1 67』 “　9

13

・計
575 32．

411 113 10 9

第7表一2

回答者数
実数1．鉱

羨讐噺薯1羨1％実細どこへも行っ
ていない　

職　　No　ans．

12才以上 27乳 24　‘8，60　16き　60，22 ケ426．52　10　3，58　 3　1』08

11才未満
296 臼　2，70』12438aO9　”39113．17　’ 0 6　　2，

02

第8表

理　　　　　由
人　 数 （人）

1i2棘満・3才以上1 計

適当なところがない　 1 5
：

6、．

1希望しても入れない 6 7 13鴨

親の醗的な聯によって

1　き 4 5

そ 　　の　　　他 1　 7　・
8

計 9 23 32．

を考え弓場合ン機関の教さえふやせば良い ということで

尋ま問題の解決にならなヤ、ことを示唆する ものであろう。

　その但にあげられ準もりとしては2

1）本人が外へ出ないことを理由にあげたものが2名

，、・ 2）本人に能力がない。とても行ける状態では尽いと

　　したものが3名
　3F）精神病院から遷院して現在養護学校を希望して待

　期中のもの
　4 ）腐校卒業後しばらく家にいる。行かれれば各種学

　　校へ行かせたい

　5）毎親が病気でつきそV㍉が不可能なため

　　等で各1名である。

　v）施設，病院に入所，入院しているもの　

第6・7表にも示される通り傘体の駒幼％が 家庭を

’離れ，24時間のCareを受けている。 収容されている場

所ゐうちわ1ナは第9衷に示す通りである。

　病院≧雄設はをまぽ半数づつであり，病院では帰童棟の

ある精神病院が，また施設では精薄施設への入所，入院

が多い。

　児童棟のある精神病院の中には・ ・相 開症専門の治療施

設も含めて輿計したが2そ の数は単独に集計する。ことが
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112才綱・3才以上1計

病

院

施

設

一般の精神病院 3 4 7

児童棟のある
　　　精神病院　　20

27 47

そ　　の　　他 3 6 9

計
163

精　薄　施　設　　22 19 41

情緒障害児
　短期治療施設

3 1 4

養護学校の寮
　　　　（短期）

2 2

そ　　の　　他 1 2 3

計 50

できなかったo

　というのは自閉症専門の治療施設はまだ数少なく夕選1

択肢の中に加える必要もないであろうと，削除したこと

が，記入上の混乱を招いてしまったからである0

　3）現在困っている問題

　困る間題の主なものとしあげた6項目（質問紙参照）

に該当すると答えたものの実数をあらわしたのが第1Q表1

である。

　該当する項目のなかったものは全体の9．74％にあたる

56名であり，残り519名のものは，何らかの問題を持っ・

ている事がわかる。この問題を持つものの存在の高率さ

は，自閉疲児の持つ問題を浮きぽりにしたものというこ

とができるであろう。

　そして各年齢を通じ半数以上のものが困っている問題1

として生活習慣の問題をあげていることもまた注目すべ．

き結果であろう。この生活習慣の自立の函難さが果して

自閉症の持つ本質的なものと関係があるのかンあるい・

は，そこに従来のやり方とは異ったかたちでの習慣づけ

が必要であるにもかかわらず，それが工夫されないま衷．

第10表

実数1％1実数1％実数1％実数1才％1実数1％9才 10才 11才 13才

問　　題　　な　　し
　　　　　　　　（人）

5　　　6・25　　　12　　　10・7工　　　　9　　　8・65　　　　8　　　11．1工　　　　3　　　4，68

問　　題　　あ り
（人）

75　　93．75　　，100　　89，29　　　95　　91。35　　　64　　88．89　　　61　　95．32

回　　r答　　者　　数 80 ・・21 1・41 72 1 64

問

題

あ

り

関係がつきに“・　3442，50　4エ36．60　3533．65　2534，72　2437．50

言葉で要求をつたえない　　　17　31，25　 30　26．78　　24　23．07　　24　33，33　　22　14，08

動きがはげしヤ・　15　18・75　24　21・42　22　21．15　13　18．05　9　14．06

あ　ばれて　危険 22．50 98，03 76．73 45．55 46，25

くせがひどい 8　10・00　17　15．17　19　18．26　13　18，05　16　25．00

生活習慣が自立していない　　59　73，75　89　79，46　79　75．96　47　65，27　47　73，43

そ の 他　2632，50　2017，85　2927．88　1723．61　エ117．18

計 161 230 215 143 133

問題をもったものの
　　　　平均該当項目数 2，15 2，30 2．26 2．23 2．18
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に放置されてし象っているのではないか等，生活習慣の

自立は5将来の社会適応に大きな影響をもづだけに，今

後に残された問題は大きい。

　自閉症児であれば♪「他との関係がつきにぐい」「言葉

で要求を伝えないjという問題がおこるのはむしろ当然

であろうが，今回の調査では，それを困る間題としてと

りあげたものは，各年齢とも30－40％にとどまってい

る己この事は，それ等の事はむしろ当然の事として受入

れ，あえて困った問題としていない事をあらわす結果で

あるのか，虫たは自閉性の軽減とともに，そこには発達

のおくれとしての様相が強まってきでいる事を示す結果

であるのか，今ここで結論づけることはできない。

　 「動きの烈しさ」「危険」についてもプ しばしば指摘さ

．れているところであリブ身体が大ぎくなり，力も強くな

って来る商年齢児を家庭においでおく事め困難さめ原因

の第1にあげられる問題であるが，　「動きめ烈しさ」で

は，10歳，11歳を峠に年齢が進むと共に減ずる傾向を示

し，「危険さ」も14歳児に一番多くみられ夕、「くせ」で

は，13歳214歳が頂点になってV・る等，10歳から15歳に

かけての間に多くの問題びあることがわかる。しかし先

にも述苓た如く，年長児の回答者数が少な、く，、早急に結

論づける事は危険であろうo

　なお，問題のその他としては次のようなものがあげら

れているo
　O奇声oところか象わず嫌奉ことをいう。

　O会話ができない己反対にし専べり過ぎる6

　0紙破きばかりしているo

　φ機械をいじりたがる。自動車にさわりたがる，一万

　　円札を欲しがるo　・

　O感情の起伏が烈しいo

　o恐怖心が強い。

　O母親と離才しられ なヤ、o

　O時間にこだわるo

　O医者，歯医者をいやがるo

　O予定外のことが受け入れられない。

　O冗談が通用しない。

　o異常な早起き。

　o自傷。

14才　　　工5才　　　16才　　17才 1・8才い9才12・才12・才一 計

実数1％実数1％実釧％実 数1実数1実剃実数1実 数　実 剃 ％

g卜生75国・・砿34／ 41副 flい・1・1 56
亀74

多2 ．8
26

・78
・3 、5 、1513

21
5・g 90．26

6・　1～9 12・　1 ・4　516141
21

2・ 3a78 81・2乳58回33331 71212121 2i 2・gl
36．35

2・
812乳581 7133！331 512H・1 162 28．17

61駄8314卜＄7gl・卜761 ・11・1・1 97 16・37

一・b國2圃・1生76 iH　l　I
21

42
7．30

・6
31r』・α3412駄521 21212口 100 14．61

3g
6訊93 g國、・・團

21
411 71．48

・2 銑67 4 R7g 612＄571 312 ・［
・33 23．13

・13
48 35 28・ ・3 ・2

71
工144

a・7
85 巨・6

、1 覇即「鼠・・1λ・・1
歌5・ 2．20
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　o遠出。

　O他人の家にいたずらをするo

　O学習の進歩がないo友達ができないo

　O落つきがない。反対に無気力などである。

　更に，この問題を，現在の所属別に検討を加えてみよ

う。第11衷はその結果をあらわすものである。

　普通学級においてン他人との関係を問題にしているも

のが少ない事は，先の適応のところでもふれたように，

それが子ども自身の力であるのか，まわりからの働きか

けの良さによるものであるのかンただ，その他の項目で

も，問題をもつものが少ないという寧実とを考えあわせ

た時♪やはり普通学級に，通学出来ているという事は，

症状の軽さをある程度物語っているものといえよう。し

かし，それとて，普通学級における求わりからの働きか

けが，彼等を変化させるのに役立っているのかもしれな

いということを2われわれは常に忘れてはならないと思
う。

　一方，在宅児（どこへも行っていないという意昧で）

における該当項目の多さはン重症児が持つ問題の大きさ

をあらためて考えさせられるに充分である。

　施設にいる子ども逮についても2在宅児と同じような

結果になっている。ということは症状の重さを物語るも

のであり，中でも「動作の烈しさ」「危険」の多さは，

家庭においておくことができなくならた時，施設入所や

病院入院が考えられているという現状が推測される結果

であろう。

　次に一番多かった生活習慣の自立の困難さの内容につ

いてまとめたのが第12表である。

　食事に関する問題をもつものは全体の半数以上である

331名（57，56％）であり7生活習慣が自立していないと

答えたものの80．5％を占めている。

　各年齢を通じて40％前後のものが，「何とかひと勢で

食べられるが，まわりをよごす」ことをあげ，「少食。

偏食』「他人と自分のものとの区別がつかない」がそれ

第11表

甑学級鰍学級欝校華の惚就 職在　宅施　設Noans．
89 200 81 1551・・132 103 5

他との関係力二つき1こくヤ、実数1

　　　　　　　　　　％1

・8183 29 ・g　I4い314エ 5

2住2214L5・13銑8・r3生5614住・・図62r3軌8・1 40．00

言葉磁をつ滋，』幽
　　　　　　　　　　％1

7 44 22

いgい118
4712

乳86122・・P乳・613生5613“・・15α25『4翫631 40．00

　　　　　　　　　実数16

動きが烈しい　
！

　　　　　　　　　　％1

3311・ 工0 6 31 1

6・741・6・5・1・Z34118．・81 1・8・7513軌・gl2軌・・

あi隷て危険蜘
　　　　　　　　　　％1

2 エ611 212
2い7

2241＄・・い・23b6412α・・1危25巨危5・1

くせ力呈ひどヤ、蜘4
　　　　　　　　　　％1

33 15 16 216132 2

生活習騨自立＿実数囲器501辮飢1讐oo降彷lilo61 40．00

い

60

％14訊8217翫・・174・718L8213α・・18生3718α581

4

80．00

そ の

他実数1

　　刎

29

5d・4 12 1 8 14 1

32・5812乞・・1
17，28 2L82い・…125、・・ユ銭592α・・

問 題なし実数r21
　　　　　　　　　　％1

15 6 4 31・ 6

23・59・ 7・5・17・4・1乳2313軌・・ 3・121剛

聴拐
（計）実数1・・5

　　　　　　　　　翰1

14・31・5・1・・3 ・818・1265112
・・54匝23h・・1名22『a571a58い731 2．40
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高橋他：障害幼児の福祉に関する研究

第12表

肉答者鍵響窃問響をよ養題みで

数（人）実数％ 諏r癒「

．途中から介

助
すべて介助　少食・偏食

実数1％騰1 ％

9才

10才

11才

12才

13才

14才

15才

16才

工7才

18才

19才

20才

21才～

80　48　60』0030 37∈、50 4
112　　　70　　　62，50　　48　　　42。85　　13

104　62　59．6245・43・26　9
72

4156．942433．333
64　　　44　　　68．75　　36　　　56，25　　　4

61　　　30　　49．工8　　24　　39，34　　6

29　9 31．03　7　24，13　1
21　　　11　　　52．38　 10　　　47』61

，14　857・1432L42
　55100．00480。00
　6　　0
　4　　　　　1　　　25．00　　　1　　 25．00

　3　　2　66．66

5．00

11．60

8．65

4．16

6、25

9．83

3．44

1　 7．工4

、1　4・25

1　　0．89

2　　1．92

2　　2，77

1　　1，56

2　　3．27

2　　9．52

・3　　2．67

1
2
3

1　　7．14

自・他の区
別なし

蜘％
　　24　 30．00　 7　　8。75

　　24　　．21．42　　13　　　工1．60

　　19　　　18．26．．　　8　　　7．69

1』38　　15　　　20．83　　11　　　15．27

3．エ210　15，62　6　－9。37

4．91H－8　13。11　9　14・75

　　　310．341 3．44

　　ユ　』4・76

　　　321．42321，42
　　　1　20．00

工　　　33．33　　　1　　［33．33

1　25．00

4 1 1 l　　l 1 1 1 6 1 1 1

計
1575 331 157．56

12321
4・・34 14・ 17・・3 1・エ い19・ 1・・ い・9・ 1・・gl』・8・96159 ・・』26

に次いでいる。これは技術的な自立ということもさるこ

とながら別の意味で，まわりの手が必要なことを示す締

果ということ力監できる。

　第13表，第14表はそれぞれ排泄，着衣についての結果

である。

’14歳求では各隼齢ども半数以上のものが，排泄に問題

をもち，全体でも紳半数め，もの準問題あり≧しているこ

とはン今回の調査の被験者の年齢を考えた場合，ただそ

の蝶を郷だけでは舷さ紘嚇果で妨う曾輝
備脱に？いで胴様のことがヤ’え・自閉症児に即る

一生活習濱の自立の遅れをどうするかは，今後に残さ晒準

大きな問題とヤ・うこと力弐できよう。

　4）1過牽の状態
　i）！異常に二気づいた時期と診断さ』れた時期o　ぜ，・：、：r・

、

現在との関述に検討を加えていくために｝劃過去の病

態を濤ざえねばならぬが1とかく過去の情報となるとと

第13衷

r排泄に関する問
をもつもの

時’に失敗
大便のしまつ

出来ない・
予告で連れて

く 介脚泌要 おむつ使用

実数1％ 実釧％ 蜘％』 蜘％ 実釧％ 勲1 ％

9才

10才

11才

ゴ2才

13才

14才

15才

16才

17才

18才
』一

19才

20才

21才～

80

112

104

72

64

61

29

2工

14

　5

　6

　4

　3

40

62

54

32

38

31

7
6
6
4
1
2
2

50．00　　　23　　　28．75

55．36　　　34　　　30．35

5工．92　　　26　　　25．00

44．44　　　　12　　　16．66

59，37　13　 20・31

50，82　　　17　　　27，86

24，14　　　　　4　　　13．79

28．57　　　　3　　　14．28

42．86　　　　2　　　14．28

80．00　360．00
1．66

50。00　2　50．00
66．66　　　　　1　　　33．33

13　16、25

24　21．42

26　25．00

19　26ご38

20　27．77

9　14、75
2r

”6．89

3　14．28

4　28．57
1　20．00

3
1
4
5
3
2

3．75

0．89

3．84

6．94

4．68

3．27

　　　　　　1　　1．25

1　0．89　2　1』78，

1　　1．56

2　　　3，27　　　　3 　　4191　、

1　　3．48『

1　　7，14

1　33．334A4
1　。1 1 1 1 1 し 1 1

計1 575
12851 49・561 エ4．1

24，35
121 2L・41

181 3・・31 61 ・，㏄r
7　　工．22

1－267一



日本総合愛育研究所紀要

らえられにくい上，あいまいさが加わる事も覚悟せねば

ならず，今回はあまり細かい事より症状の軽垂，及び母

親のうけとめ方めおおよそがつかめる最も簡単な質問と

して問4，5を選んだ。

　結果は第15表，第16表に示す通りである。

　異常に気づいたのはア全体の75％までが2，3才時で

あり，3才時衷でには全体の90％が異常に気づいている

事がわかる。この傾向は各年令を通じて共通のものであ

第14表

第11集

る。一方，自閉症と診断された時期となると2様相はや

や異り♪異常に気づいた時のような集中はないoそ’

上，14才までは約半数以上が4才時までに自溺症児と診

断されているのに対し，15才以上の高年令児では，4才

時で診断されたものはいずれも半数にも満たない。この

事は，自閉症児に対する各方面での関心の商まりを示す

ものであろう。

　次に，障害が重ければ重い程，異常の発見が早いとは

着脱に関んる問
をもつもの 点検が必要 ボタンがはめ

れない
脱 げ　る 介助に協力 すべて介助

実数 ％ 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％

9才

0才

1才

2才

3才

4才

5才

6才

7才

8才

9才

0才

1才～

80

12

04

54
67．50

5．00

4．42

9．72

7．18

9．02

8．62

2．86

7．14

00．00

3．33

0．00

6．66

41
51．25

3．57

6．15

6．11

5．31

9．34

1．72

3．8q

8．57

0．00

3．33

0．00

3．33

5’00

0．71

．61

2．50

．37

．工9

1．42

0．00

11．25

6．96

6．34

3．61

0．93

．83

0．34

4．28

8．57

0．00

6．25

．35

．76

．55

．37

．27

．52

1．39

．56

．56

．44

．14

計 575 372
郵4．69 261

45．39 50
8．69

86
14．95 31

5．39 9 1．56

第15表

異

常

に

気

づ

い

た

時

期

Ig才1塒1エ・才1・2才1・3才114才1・5才1・6才1・7才1・8才1・9才12・才12工才一1計1％

1才未
　満時5　7　9　3　3　2

2 1
32　5．56

工才時　9　12　8　2　6　9　1　3　2 1　　　　1　　　54　　　9．39

2才時46415032　23　25　11　5　6　2　2　1 工　　　245　　42．60

3才時　18433027　25　19　エ2　6　5　2　2　1 190　　33．04

4才時　1　8　4　6　4　5　3　3 工 35　6．08

5才時　　1 3　　2　　工 1 1 1
10　1．74

6才時
以上 ユ 2　0，35

NQans 1 2 1
1　　1 1

7　　1，21
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高橋他＝障害幼児の福祉に関する研究

よくいわれていることであ蛎果して自閉症児にもプそ

れがあてはまること．であるのかどうか2 また一方では早

期発見2早期治療は治療の鉄則であ傷それが自閉症児

の上にどれ程いかされているのか，等を知るために2とれ

までの結果から比較的症状も軽く社会的適応もそれ程悪

くないと，考えられる普通学級へ通っている子どもと，

その反対の極にいると思われる在宅（どこへも所属して

いないという意味で〉の子どもでは，そこにどのような

違いがあるかを検討するために作ったのが第17表，第181

表である。』

　第17表からいえることは2異常に気がついた時期では

統計的に有意とはいえないが，在宅児の方に，2才時ま

でに異常に気がついたものが多いという傾向があること

を見晦すことができるoそれに比し〆診断された時期犀

ついては，両者め間に殆ど差はみられずジこの違》・をど

う解釈すぺきか。すなわち，それはあくまでも，在宅児

には比較的年長児が多いという事だけで理由づけられる

ものがどうか，異常に気溝ついてから診断を受ける求で

の時間的へだたりで2その問の関係をみたのが第18表で

ある。

　やは勢異常に気がついてから1年あるいは2婿目に自

閉症と診断されたものが最も多く73才時で気がついた

ものは，その半数近くが，同じ年令時に自閉症と診断さ

れている こど炉わかるo

　普通学級に通うものと在宅児との間では何ら差をみる

ことはできなかった。

　ii） 今までに受けた治療2相談について。

第17表

異常に気づいた時期診断された時期

普通学級在』宅普通学級在宅

1才未満時　　　6　1　　4

・才 時 ・Q 2

2　才　時　”＄1　、　16

3、才時　34 』6

4　才時　　6　　　1

5才時　131
”1

6　才　時　　　　　　1

7才時以上

NQans，　1　　　1

計 釧銘

7

26

29

17

7

1

2

89

4

9

7

3

4

3

2

32

治療や相談についてはナ本来ならその方法など） 細か

い点にまでついて把握しなければy現状との関連を1云々

することは出来ないであろうが，現在わが国で行われて

第i6表

1才時
ゴ1 1 1 3　0，52

珍
2才時 8　　6

10 4 3 3 3 　1 38急61
断　

さ

3才時 33加 39 28 勾 20 ・6 3　　　11 1． 2 2 195　33。91

れ

4才時』 25　39
27 一21 18 16 7 3． 昏

2 163－＄餌

た
5才時

　

5　　19
17 真o 9 1q 9 r41』』4 1 』85 14と78

爵’ 6才時 5．一 0 6 』7 o、 一8’ 4 3’…
13 1 ［4 1 年11⑩

期 7才時
上．

’2

聾 1　’ 真 』3　　2 2 2 1オ9 冨30

NQans 2　　1　　y
r』

2…『 q r2■ 1、 －11…「工◎1

Ig才1・・才1・才i12才13才・4才 ・5才1・6才1・7才・8才・9才 2・才21才一 計％・
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第18衷

診

断
さ

れ

る

で

の・：

期

間

1一一・ 異・一…常∵紅菊， さr ヤ・、た・ 1時』輿 1
1才乗満　1才時　2才時　⇒才時． 4才時・ 5才時 6才時　Nb　ans r計’

同年令9時

纏…宅韓攣肇攣睾普肇酬在制麟晦普通r牲
』 1

　 　’
1』 14－　3

1 、．年 後 4　212　811　3　4
F2

1r　
1

33　
15

空 ．1ミ四名．’8 24　　3

3 年、後 3

32朴1 10　4
4 年 後．、；． 些． 1

2　 工

5轍以上ゑ…．2．、． 2
．4　4

No
ans． ‡1 』1　1　2

計　 皇 4・9 2．墾
16r

465・2・　’1　r・
88 32

第19表

9才 110才 11才 12才’ 1言才

』鰍・し箆麺一・湘談

．実数1％r． 実数r％ 実数1％穫数1 』1 ，実数1
％

59　’73，75　75　69．96　79　75．96r48　右6，66　45　沁．31

♪単’
1・

的　相　談『17　21．25P’33　29．4622　21．1522　30。56 15　 　　23．44

う　け　た　事　な　し　　1　1，25

No　 ans． 3　3・75　4　3．57　3　0、29　、2　2．78　4 　6，25

・ 18・ ．1121・・4 72 64

第20衷

9才 10才 11才 12才 13才

鴻
矧％期％ 劃％実数1％頭％

足．12　15，PO　17　15，18 19　18．27　15　20．83　10　15．63

不満を感ずることもあった 55　 　68．75　　　69　　　61．61　　　64　　　61．54　　　46　　　63．89　　　39　　　60，94

まったく役に立たず　 2　2．50　7　6．25 8　　．　7，69　　　　1　　　　1．39　　　4　　　　6．25

輪一
玖・

　一5・玲一n
　　　　　l8・1…2　・・4『72

17。19

64
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高橋他：障害幼児の福祉に関す奄研究

いると考えられる治療なり，相談なりは実に多種多様で

あり》質問紙という 方法での限界を考えシ 今回は治療相

灘贈磯そ麹に対する準轡鍬ね墾

　結果は第19表戸第20表に歩す璋りで南る。

　や礪り年令の李ないもgにおいで週丁回俊相談を受け

尭とするものが多く，治療体制がε．とのヤ・づづある事を

緯じさせるが，それに対する満足度となるとン必ずレも

・年少児に満星しでいる者が葬いとはいネず，冷原をi愛牲

ち泌機会磁夫ととも1ちそこlqま内容嘆邦辮

1樋なければ齢なべとが嫉に示ざ駅レ’るウ．

　治療を受けたことの有無についての無回答はノその六

都分がノ週ユ回以上と単発的の問に位する状態であっ歳

tことを示している・一方購鍍での無略曝さ遡

脚因す紬の燭るりか・や助磯1こ昂ては撒
1こくい問題であったのかもしれない。』 　 　　　＿　：

　次に，受けた治療の程度と満足度との関係糞みた．のが

第21表である。

　継続して治療を受けたものの中，満足していたも¢）は

18．29％であり，単発的相談を受けていたものでもブその

第21表

’継続し・

治療 灘難犠 鵡噂

満 　是、 75　．
擁ユ』

0　

　　　r

2・

不満を慈ずる・

．こともあっ1たン
27言 ”75一

　　’　一　 　　隻　　　

　． 　i

8、

ま一 だぐ残『
　役に立たず

14 14 0 21’　　　

　r

．No 餌寧
43 糾 0 』工3べ

仲の17．69％が満足をあらわしており2ほぼ同じ比率を

1占めているが，はづきり役に立たなかったとするものg

l七率は前者では3，41％1後者は10、22％とゴ単発的な相

談を受げでいたものに不満の強かったことが伺える。
1

なお，この結果は今回の調査が親の会の会員に限られ

」ていると》・う回答者群の特徴をあらわすものであり，こ

1の結果が即・年長自閉症児の一般的傾向とみることは危

険であろう。

14才 ・5才　1・6才 17才表儀 轟隣1農才誌数1計

実数1％・実数1％i実数1勉実 ％

43　70．49　19　65．52　16　76、19　11』　」41 5 3 』3 6　　　 410（　　．！ド71』，80

13　2L31　6　20．69　3　14．29　・3・
1 1 1 137．1 　．23、ご831

1 1．64　　　　1　　　　　3．45 、3二 0．52

4　　　　　6，56　　　　3　　　　10．35　　　　2　　　　　9，52
25 4，35

61
lr

29 1 21 ・41・．5レ．6 14131 575

14才 15才r 16才

鋤1鯵実数1％7蝋1％実 数財義隣講誌数旨
11

18．03r724，■4523，81 工 ・3 1 義01　　　　．17，57

40． 　　65．57　　　16 　　55．二17　　　・10　　　　47．62　　　　 12』 一4 2 3 2 362 62．96

1．一　　　1．64　　　F2． 　　　6．90　　、2　　　　9．52 』1 1　　・ 一30 5‘22

9工4．75』 4『13．・79419．05
1 82 14．26

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

61 29 1 21 1 14 1 5 1 6 1 4 1 3 1 575
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揃）これまでに受けた教育についてo

第22表は現在までに，処遇機関の移動をあらわす数字

である。

この問題については極めて興味のあるところであり，

事実がより浮きぽりにされるように と，質問紙作製の階

段でも，かなり検討がなされたが，選択者の主旨が徹底

されなかった為か，解答にどう理解してよいか迷うもの

が多く，不明として集計しなければならなかった事は残

念であった。

第22衷

処遇機関移動回数 人 数

0 259

1 177

2 50

3 13

4 3

不 明 73

．処遇機関⑳移動回数0というのは，現在も同じ機関で

処過を受けているものであり，工回の移動の様相を示し

たのが第23表である。

3ケ所以上のものについても，同じような検討を加え

たが，その移動の様相は実に種々様々であリンたえず過

第23表

移馴移動後
普特殊学級
通　養護学級学

級施設●入院
　そ　の　他

人数1
両方に通

砂甥目UI　秒　甥　佼 人　数　　った人
1　　’ 1

56

8
3

4　　1
特
殊
学
級

普通学級
養護学級
施設・入院
そ　の　他

13　　3
11

2　　3
4　　1

精
神
障
害
学
級

普適学級
特殊学級
養護学級
施設・入院

2
3
1

工

通

園

施

設

施

設
じ

入

院

普通学級
特殊学級
養護学級
施設・入院
そ　の　他

普通学級
特殊学級
養護学級
通園施設
そ　の　他

2
2
3
6
1

2

4　　3
6　　12
4

そ

の

他

普通学級
特殊学級
施設・入院
養護学級

1
3
1

1　　2

第25表

9才　　　10才　　　11才　　　12才　　　13才

実数1％矧％実数1％実数1％実数1 ％

普通に通園1620，002925．891413．461115．2810’15．631

特別な扱ヤ・で通園　30　37．5027　象【．1039　37．5023　31．9414　21，88

通　　園　1 し　　な　　ヤ・　　16　　20・00　30　　26，79　29　　27．88　25 　34．72　21　　32，81

途　中 1で　退　園　15　18．7521　18．7517　16．35　8　U．1115　23．44

No－ 　ans・　　　　　3　　3・75　　5　　4，46　　5　　4，81　　5　　6．94　　4　　6．25

　　計　　　　80一 一
r－－ r■　　　■　　 　’　■　－

・・21・・4 72164
白272一
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第24表

猶 予 期 間1人 数 ％

1 1 ・2gl 52．8

2 1 481
19．7

3 1 ・71 7．0

4 r ・8 1 7．4

5 1 71
2．9

6 1 61
2．5　

7 1 1 0．4

8 1 21
0．8

9 レ ・1 0．4

不 明 ／ 15 r 6．1

渡期曲な時代を歩んでこなければならなかった年長自閉・

症児の姿を浮きぽりにしたものであろう。

　なお就学を猶予したものの数は第24表に示す通りであ

るo．
　いずれにしても，ひとりひとりの子どもが歩んできた

痘には，それぞれの歴史があリン それ等を一括レて2自

棚症児の処遇の問題を云々することはできないであ湊う、

が，それにしても2今回の質問紙に2機関移動の動機が

抜けてしまったことは残念であったo処遇機関を移動さ

せ鷺との母非・処遇闘決定に考慮しなけれ1醜興

咽蹴ど・今回曙鯉不備を轡つ？次回叩翠と
してとり くんでみた亙㌔

　幼稚園通歯の状況えつい七は次に示すような結果を得

た。（第25表，第26表）

質問するにあたっては，社会の側の彼等に対する理解

の深ま’りが∫一幼稚園通園の機会を多ぐして》｛るのではな

いかと 考えていたが第25表に示される如く年令による差

を見晦す尊と度で毒な牟っ之。ただ傾向として比較的低

年令児に特別な畢いで運園したと答えた奏のの割倉いが

多く，高年令免寿は車途退園レ津ものめ削合い魑ふえて

いるという．こ舞ち入騒さ堂る粧否かという こと屯防㌃

畑後の纏1翻する rとりくみ方」⇒監変化レてき奪

る事を示すものでおるのかもしれない。

　これを現在の処遇との関係でみたのが第26表である。

現在普通学級に通学していうもののうち幼稚園に通園 し1

たものは75％を占め，そのうち㊨半数以上が特別な扱い

を受けることもなく普通に通園しているのに対し，特殊

学級に通学しているものではゴ普通に通園したものの割

合ヤ・に減じンその会ン中途退園2通園 しなか．っ匙ものの

割合ヤ・が練ている・そして屯の即1言謎欝奪蝿

学するものにより顕署である。

　更にン在宅児，施設入所児癒は「普通通園」湖外沙㌧

在宅児では「通薗レなヤ‘4施設ズ所児では「中途退隅，二

り比率力贈加してV’う・

　こΦζとは， 年令的にはおま．り差がないという締果と．

かみ合ぜた時， 帥稚園入園硯機会潜子どもの状態に左布㌧

されているとい う1ことと共に7 現在，在宅鼻施設匿摯遇．

されている亭ども達が， かなり勤少時より，現在の教育、

体物中では及畝紡れ齢加薦を持つ琴も、
達であった事を示すものであろうo

　しかし，1訊論嫁魏粧轍以卑臆房ども
達の幼少時φ問題であ、弘現在の幼児との比較に諮いて

検討がなされなければならiな蟄問題である。

　5）　受けている福祉的措置・

14才 15才 16才 17才数儀1轟’美o織繭
計、

実数1 ％ 実数1 ％
実数・1

％　　実・ ％

天蹴1
7ひ 汎琳 I　　I I　　　　I 1 1 I　　　　　　l

1

19
1・＆39 17．．國 d、i創・1．1

些． 1 ．昇：
「些』1「 ／

・q6、1』
瞬＄

20’ 2．79　9　31．0ε　3』14，29 5 1 3 1 1　　176 30．61『

13 　　21．31　　　5　　　17。24　　　7　　　33，33 5 2 1　　　　　154　　　　　26．78

1626．23620，69628，57
2 1 1 2 1　111　 19．き0’

2　3，2ε　2　6，89　1　4・76
1

、、＿、＿

．．．黛τ

6・』
29 21・ 14・・ 与いい1・3 ・575＼

胃．273嘱
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第26表

、，．，．．薫鷹蝶，難r華・卸編宅　施 設・NoanS．

き
特別な扱噂園』29・32，58！68含4．。。253。』861629．。9155。．。。15

｝
6．25　　9　　　8．74

『 」 6 15．63　27　　26，21　　1　　20．00

導園しない’10，1L24512α・・ぬ5－91目1・1・・1 ・6閃・・禦11

途中で、退園三，il：1騨：lll！，鎧稗li欝：！ll

一まだ離鞠確分の多噂害を縞，’勧激方法

さ纏警れやない照れ舶嘩児カド．噸似髄

持凝燗と頃趣され准き衝くだめ鵬鱗
をとりまく社会の側の理解が必要であ秘そして，ぞの

恥哩郷撫程協？きや麹障翫を絶母と子
に牢きる勇気き与える ことか，その1側面として毯々 の

社会栖祉的措置炉講ぜられているわけであるが～’それが

実際にほどの程度利用されているであろうか。纂27表綜

それらを知資ための質問〔9〕に対する結果であ資。

第27表

何らかの措置を受けているものが14歳までは確実に年

令の上昇と共に多ぐなっていることがわかる。おそらくr

子どもの将来に対する不安の度合いと比例する二ものなの・

であるう。

欺お工5歳以fヒにおいて，やや減少していることはン何

か特別め意味があるというより，被調査の数が少ないこ

とが賭めよう『なかたよ堕あらわしたとヤ・嘘すぎな

いであろう。

翠け七いる措置のうちわけでは，各年令を通じ，障霧

実蝦実数1％実数1％実数1才％11実数13才％9才 10才 11才

措置を受｝ナている 44
155』00645乳14636砿585373、614875．00．

措置を受けて》・ない283銑・・3934，823331，73・419，4412、＆75

NO　　 ans．
8、血。。lrg
　　　I 8・04　8　7，14　5　6，94　4　6．25

・回 答 者　剃 80
・・21・・4172 64

措

置

の

’種

類

障害．児手帳 　　　116　20，00F18
　　　

エ6・07　20　19，23　25　34．72　22　34．38

障害児手当　34　42，5042　37．5041　34．42 29　 　40．27　　　22　　　34．38

年　金　加　入　15 ・＆75 25
22・3230　28・8534　47，2233．51．56

免 税 ・7 2・・25 29
2凱8g

2g
2乳88 2・ 29，17　　　22　　　　34，38

』人・勅雛数1・・861 1．78 1，go 2．06 2．06

卜
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児手当を受けで6るもφが30轟40％丙外シ 障害児手帳の

交付を受けているものは，これをやや下まわづヤ》・るヒ

とがわかる。　 『一 ・『』　』・』1　㌧1：し・

　おそらぐこめ違いぼ交付手続き，あるレくは交付過程の

難易さに関係するものであろうす

　　　　　　　　　　　　ノ　　
1 ・　…　　、

第鰺表

第28表ほ措腿を受け重癖ないも：の匿，1・そあ蓮由をたず

ねた結果である61 受け方がわからぬ乏癖う事を蓮由にし

たもの毒斗r受けていなヤ」者めうちめ18％を占あて塾る事

は， 被調査者が親の会会員であるだけに注目しなければ

ならない数字であろう。鼠応・1へ’己∵㌧　・戸∴ 』： 二

　　 』二
1一

・・ ∵’＝’ ゴド』：

勤牟．や湊嘉鯛瞬麻抑瞬聾’ 』計、

5．』1i3　； 3 1　2 ．2．
．⑳

聴1く；％
　18・q1

r認定されない　1116　8 9 8562 i 　　　　　　を』1　66 r－ α9σ

親の意志で受けていな酔”丁2』 斗・96 裂「4 31．，1’2’一 ’2r’一’一’1r 53』 2・921’

ぞ の 他’ 2　7：
6二 2 “．柵 18　11．18

’認

牢
さ

れ

な
ヤ、

理
由

狸度ギ 鰍沸めr5．532『41＄ 網1

．所禰限を読るゆ． 461242．．真．鑑
＼ ∫8

Vr ”

．．23β8．

施設ス訴の西み 1　　2　　2
2 9　11，69．

診断さ砿》』』．乞 5　－2　24．．↓． 2．．．．2．．．『
さ一

　　　　　、．”　　■、c
丁

1』

ヱ1 26．． 3串，π．

＊措置を受けていないとしたも6に対する官分率をあらわす

－　　　

彗　　『箪 　－1蜂”1噺18才 工吋…鯛卜・糧才翼 ’臼 ．声

実数1％実数1％ 実数1％・実一数実数 実歎実数一・実徴鋒数1 ％

467ε4L19 皿肌14』 萄　『す
2　　　　　 ＿4．　　　　　1一． ．．．．＿371

さ

磁5乞

歪 訂1…2瓢 28．00

3　4，92’3．10・34　2　9・52一一l　　　！♪〔
て並∫一　　　　　『143㍗ ド乞48

6・1、2豊　1・2・い41．司 引　4「31』 寄7賦

ig3エ157－r ”4い軌喋』4’》’1漂 中い1ト準 、2舎密

判繍1’81卿†叫r4国 レ2 　
即

卵州鯛国細、』で β’ 亦一工 1叫 許：ld4

B 蜘レ5叫⊇…　副…運『 二il四” …丁，麗 審6ゴ

蝕』悔一卜尉抽⑳ 劇副亜 獅 「”
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　また措置を受けていない理由として，認定されない事

をあげたものは約40％であり，その認定されない理由と

しては，約％が自閉症と診断されないことと程度の軽い

ことをあげているoここにも自閉症の持つ診断のむづか

しさが表現されているようであるo

　なお，措置の種類，措置を受けない理由についての数

が被調査数を上回っているのは1人が幾つもの答えに該

当すると答えたためである。

6）　将来に対する母親の見通し

．今鋒，年長自閉症児対策を考えて将く場合，日頃子ど

もと接している母親が・子どもの将来にどの様な見通し

第29表

を持っているかを知ることは有効であろうとの考えから

の質問である。

結果は第29表，第30表に示す通りであるo

将来仕事を持って何とかひとりでやって行けると思っ

て’いるも1‘ひは全体の約8一％でう経済的な保証さえあれば

という条件がつくものより，わずかながらその数が多い

ということは，社会変動の烈しいこの時代にン果して何

年か先の経済的保証を約束することが出来るか否かの不

安を反映した結果といえるであろう。

やはり一番多かったのは「親の元気なうちは家庭で何

とかやって行ける』という将来に対する見通しであり，

9才 10才 11才 12才 13才

実数1％実数1％矧％実数1％実数1％
仕事を持って何とか

　　　　　やって行ける 8　10・00　10　8，93　7　6．73　9　12．50　2　3．エ3

』経済的な保証渉あれぱ
　　　何とかやって行ける　　　8　　10・00　　9　　8・04　　5　　4・8工　　6　　8，33　　3　　4．69

一 親の元気なうちは家庭で
　　　　　やって行ける　　50　62・50　66　58・93　59

56173 3ゑ

4－55生69
家族の中でなら一

　　　何とかやって行ける　　12　15・00　16　14・29　17 16、35　　　12　　　16．67　　　4　　　　6．25

家庭におくことは　　　　　　・ 一

　　　　とても出来ない　　11　　13・75　　8　　7・14　12　　11・54　工2　　16，67　13　　20．31

No
ans． エ0　 8・9311　10・58　5　6，94　 9　14。06

回答 者数・十・㏄・1・・2・rl1・4r 72
64．

第30表

普通．学級 特殊学級養護学校　その他の学校
実数　　％ 実数1 ％ 実数『％ 実数1％

仕事を持って何とか
　　やって行ける　　24 26，97　　13 6．50 2

2．47 3
5．46

経済的な保証が
あればやって行ける　　　15 16．85　　　11 5．50 3

3．70 2
3．64

親の元気なうちは
家庭でやって行ける　　　38 42．70　　　　130 65、00　　　59 72，84　　　35 63．64

家族の中でなら
何とかやって行ける　　13 14．61　　29 14．50　　　11 13，58 7 工2．73

家庭におくこ土とは

　とても出来ない
1

1．12　　　15 7．50　　10 12．35 5
9．10

No　　ans． 7
7．87　　　12 6、00 2

2．47 5 9，10

回答者数1 89 200 1 81 1 55
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高橋他：障害幼児の福祉に関ずる研究

全体の半数以上を占めている。

　この将来に対する見通しを）現在の処遇との関係でみ

たのが第30表であり，当然のことながら普通学校に璋学

しているものに「仕事を持って何とかやマて行げ る」』と

い朔るヤ・購し齢ってい紬、の鰯く隊畔糊
ておぐことは出来ない」という暗い見通しをもつものは

少ない。それと丁度反対の結果をぷしていう硯準施設病

院に入所，入院している子どもをもつ母親で）半数以上

のものが「将来とても家庭におくことは出来なヤソと考

えている。この事は現在すでに病院なり施設なりがンそ

のような状態の子どもを収容していることを物語るもの

ある。一方 「親が元気なうちは家庭で何とかやうて行け

る■
と考えているものが21％もいるこ・とは施設，病降の

もつもラ・つの役割りけなわち治療機関としての働き

が進められて きていξことを示す結果であろう。

　．7） 今後の対策についての意見

　最後に，親として今後どのような対策を望むかについ

て～ 白』由臆潭講しても らった結果をまとめたのが

裸頁の表である曼
　年令，』毎状の違いからンその要望は多岐多様に亘り・

自閉症児対策のむづかレさを浮きぽりにしているo．
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要 1　　一望 内　　　　　　　　　　　　　　　　　　容

．施設に関するもの 276　
　○　自閉毎児が幸せに安心して暮せる施設を＝、

　、』く鰭と『しつ公立激灘瞬徹嬬の』蛙暢暁えられるもの，　　　　　　　終身収容（コロニー的なもの），

心の通ったもの，一般社会と交流

　　　　　　のあるもの
親が年をとったとき，子おもと一緒に入れる施設を：

　年長者（18才以上）でも入所できる施設を＝
　親が病気をした場合など一時預がってくれる短期収容施設を：○　施設で働く人の増員ン待遇改善を：

○　各地域に通園施設を：

教育1こ関するもの 257

0．自閉症児のための教育の充突を：
『O 義務教育期間はできるだけ普通学級へ， （年令でなく能力に応じた学年にン
○　情緒障啓児学級，養護学校の壇設：

　情緒障害児学級の指導時間をもっと長く；

　雑居教育でなく障害にあったきめ細かな教育を；

　　　隔精薄児とは男Uの教育を一

　　　・精薄児と一緒の教育を（普通児とは無理，自閉症児だけでは進歩がない）　

○　普通児と同じ，又はより長い義務教育を＝
　中学の特殊学級，情緒障害児学級を各地域に＝・○　義穆教育修了後の対策を＝

　　　・高校への進学

　　・・高校（特殊学級，養護学校） の設立

　　　・生涯教育

先生の理解を　．

　自閉症児を入れる幼稚園ン保育園を：

　自閉症児の入れる大学を＝
　　　　　　　　　　　　　7　　P　　　藺　特殊学級の親代り介添人の制度化を＝

仕事に関するもの 41

0　自閉症児が安心して働ける職場を：

　　　・授産所　　　・福祉工場　　　・理解ある指導者

福祉に関するもの 44

0　自閉症児のための福祉向上を：

　　　・何かあった場合すぐ利胴できるホームヘルパーを

　　　・特に経済的な保証を

　　　　　「障害者手当」

　　　　　r年金のスライド制」

治療に関するもの 19

　相談者，治療者の充実を；

』医療，教育夕心理などの機関が一体となった研究を＝

　障害児専門の医療機関を；

　早い治療方法の確立をト

そ　　の　　他 16

　自閉症児に対する世降の偏見をなくし，理解を増すための積極的努力を：○　近所に気がねしないでいい自分の家を＝

耳
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商橋他 ；障害幼児め福祉に関する研究1

．し■

V 1要

Cゑ，，蕊ヒdシばよる自閉症児の予後に検討を加え為に』

先だち，全体の傾向を知るためにン黛長児自閉症児が現

勧ぢヤ・、る処臥即驚彫璽る騨㌍｝咋
質問紙による縮を毎た・

r．縫舶歳以上瞬る鐸頒醗児親の卸傘即

騨を韻・ 5略再：り欲日攣獅、レ購馨鱗

るO　　　　r ．・
1、 い 1・・ 　　』．・　’ 　）』

9歳から2嚇こ爵わだっ巌調査者轟齢分布は・

全体の91％を9歳酎15歳までが占めているo

　（1）現在うけている処遇は教育機関に通っているもの，

71％，施設・病院に収容されているもの20％，就職して

いるもの2％身どこへも行けず在宅しているもの6％，

無回答1％の4つに大別することができる。

　（2）教育機関に通っているもののうちわけは，47％が特

約

磯寵二醐1斑で普通学騨2鞍響営槻
％， 獅縛細勉脚てV減rそ醐 噛．騨1

囎児織 鞭戦1謂鵜r3学級に離勘窄
の処遇などが含零れ～Lぞ礎種類1零実年亀葎類にも及び7，

師艀嗜鱗騨卑煙むf醗夕魑幣．
ているQ　　　　　　　　　　．…　　　　、一一

（3）現韻って鴨縫蝉黙つヤ｝て断有跨勉
ものが，全体の約96％を占め，そめうちめ7工％が，生活

習慣の自立のおくれをあげているQ

　（4〉普通学級に通っているものに，種々の面で，予後の

良さを裏づける結果が得られているが，この両者の関係

において，どちらを原因とし，どちらを結果とす喬か

は，にわかに結論づけうれない問題であり，今後ンこ¢〉

面をほりさげてのCasestudyを行うつもりである。

VI　お　わ　り　に

　とかく社会に受入れられにくい行動特徴をもつ自閉症

児の予後が決して楽観すべきものではないだろうとは，

常々考えていたところであるが，今回の調査の結果も，

それを裏づけるものであった。

　即ち，被調査群がすべて親の会の会艮であったという

ことは，ある種のかたよりを避けえないものであったろ

うが，被調査者のうちの20％にあたるものが病院・施設

へ入院，入所しているという事実，問題行動の多様さ，

生活習慣の自主のおくれン比較的軽症 と思われるもの

にさえみられる学習のおくれ等々が，それを物語ってい

るo

　まわりのものび彼等を受入れ，近づくことによって，

強度の自閉性はある程度やわらげられ，適応の可能性を

増すことは出来たといってもよいであろう。しかし2彼

等の物の見方，とらえ方ンすなわち認知の特異さ，言葉

のおくれン抽象思考能力の低さに対しては，どのような

手だてがあるのかアまだまだ残された問題は多く，大き

ヤ’o

　調査依頼のため，ある母親と面接中「3歳の時自閉症

といわれ，その後いわれた通防受入れる事を中心に生

活してきて襲に13歳。他を意識するようになる等行動上

に着干の変化はみられたが♪嬢と共に発達φ遅れは目立

ち，自閉症というよりも，やはり精神薄弱と考えた方が

よいのではないかと思った時もあったが，3年猶予して

入った特殊学級に通ってみて，遅れている事には変りな

くても，やはりそこにいる精薄児とはア歩いている軌道

が違っているという事奪しみじみと感じたと同時に，彼

の軌道を皆の軌道と一致する横修正することは，とても

出来ないという気がするのですが一一」といった母親の

言葉を忘れることは出来なヤ・o

　一口に自閉症といっても，いまだにその範購をあ．ぐっ

て種々の意見が対立しているのをみてもわかるように2

その症状は実に多種多様。今かりにン疎通性，ことば，

知的発達という3つの側面をおさえてみてもンそこに横

き出される子どもの像は干差万別ン分類することさえ不

可能な彼等を，たば自閉症という1つの概念でくくりし

論を進めて行くことの無理と矛盾が反省されな嫉ればな

らないo

　彼等に1つの治療法な弘教育なりをあてはめて，そ

れで問題が解決するかどうかフまた，これ象でにある種

々のバーソナリティ理論，発達理論をもとにした治療，

教育理論をそのまま彼等にあてはめることができるかど

うか。

　自閉症児の治療を考える場合ンその子どもの今の状態

像をどう考えンその時点でどの部分の発達を促進させる

事が必要か，それが全治療教育過程のどこに，どう位置

づけられるかは常に検討されねばならぬ事であろう。

　そして自閉症児の治療には3つの方向が考えられる。

　すなわち，第1は既に時にふれ述べて来たように，社

、会の側の理解であり，受入れである。そして第2，第3

は本人の側の変化を考えるものであ弘そのうちの1っ

は，いわゆる治療といわれる分野に属する考えでン自閉
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症児独特といわれる物の見方，とらえ方そのものを変化

させようとするものであ膓先の母親のことぱをかりる

なら2軌道修正の営みであるo

　そして，もう1つは，彼等の物の見方，とらえ方，そ

のものを変化させることより，それに立脚した教え方を

工夫することによって，適応しやすい方向へむけて行こ

うとするものである。軌道を修正するのではなく2軌道

から，別の軌道へ向って触手をのぱさせン両者の接点を

見出し，教えて行こうとする，どちらかといえば教育の

分野に属するものであるo

　この三者溝お互に関連を持って進められてこそ自閉症

第11集

児のための奥の治療，教育♪福祉があるといえるのでは

なヤ、だろうカ》。

　多くの問題を後に残した調査ではあったが今後研究を

進めて行く上での示唆もまた多く与えてくれたものであ

ったo

　最後に，この調査を計画，実施するにあたり多くの御

指導，御協力を頂いた厚生省金森仁作技官，大妻女子大

学，平井信義教授，自閉症児親の会の幹事の方々，特に

事務局の桧山さん，そして調査に快よく応じて下さった

多くのお母様方に，感謝の言葉をおく堕たい。
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